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J
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名
高
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-
一
ジ
ヨ
ウ
モ
ロ
モ
ト
こ
傍
師
基
娃
元
元
年
正

月
足
利
寂
氏
兵
を
部
ゐ
て
京一
に
入
。
、
新
川
戦
貞
等

と
職
ひ
、

一
た
び
敗
制
し
て
銀
西
に
走
っ
た
が
、
幾

〈
も
な
〈
兵
勢
復
節
う
た
か
ら
、
四
且
博
多
を
裂
し
、

五
月
倒
木
正
成
を
桜
川
に
槌
り
、
義
氏
札
V-
追
跡
し
て

東
上
し
た
。
後
仙
醐
夫
以
凶
っ
て
雌
を
加
国
山
に
避
け

給
う
た
が
、
足
利
直
援
は
之
を
攻
め
て
、
六
且
五
日

か
ら
昨
日
に
及
ぶ
ま
で
互
に
勝
敗
が
あ
っ
た
。
時
に

加
賀
の
凶
守
一
一
候
師
法
は
、
官
軍
の
苦
情
酬
に
陥
っ
た

こ
と
を
聞
き
、
同
凶
の
政
地
・
上
木
・山
山師
、
越
前
の

瓜
生
・河口的
・深
町
等
を
市
中
ゐ
、
七
且
一
出
日
を
以
て
叡

山
の
開
出
来
坂
本
に
恋
し
た
。
山
門
の
大
衆
乃
ち
報
を

得
て
大
に
符
び
、
京
師
に
内
泊
し
て
一
説
足
利
氏
を

破
ら
ん
と
政

b
、
十
八
日
皆
山
を
下
っ
た
。
官
抵
の

修
取
院
前
に
一
歩
る
や
、
兵
を
東
部
二
仰
に
分
か
ち
、

附
悲
の
北
凶
勢
は
民
如
蛍
一
を
簡
に
地
ぎ
て
、
火
を
民

家
に
放
ち
、
主
総
河
原
に
地
ん
で
即
時
闘
を
開
給
し
、

新
川
氏
の
一
族
は
札
の
材
を
市
に
見
、
紫
野
を
内
野

に
山
町
一
辿
っ
た
が
、共
に
敗
れ
て
再
び
山
上
に
諮
っ
た
。

此
の
後
八
且
食
氏
は
光
明
院
を
鍵
4

司
令し
て
、
宮
方
の

勢
徒
桜
は
な
か
っ
た
か
ら
、
天
皐
利
を
容
し
て
、
十

H

J
t
日
京
師
に
泣
幸
し
治
ひ
、
総
点
は
お
太
子
を
怒

じ
て
館
前
に
赴
き
、
川
し
て
附
基
は
河
内
の
京
僚
に

浴
附
し
た
。
初
め
附
恭
が
加
到
に
下
っ
た
時
、
そ
の

開
館
所
白
い
た
地
は
河
北
郡
御
所
で
、
御
所
の
名
は

卿
の
伎
し
た
に
よ
っ
て
起
っ
た
と
い
中。

=
シ
ヨ
末

S
ツ

西

米

光

石
川
部
長
屋
庄
に
因

す
る
部
町
問
。

ニ
シ
ヨ

J
Z
ヤ

二

所

宮

羽
咋
郡
土

m庄
に
鴎

す
る
部
出
問
。
白
名
は
熊
野
跡
枇
あ
ろ
よ
b
起
り
、
古

へ
は
森
村
と
務
し
た
と
い
ふ
。
放
に
熊
野
跡
耐
の
別

慌
で
あ
っ
た
安
養
寺
の

山
桜
も
森
山
と
い
う
て
ゐ

， 

る。

=
シ
ヲ
カ
ツ
オ
キ

西
尾

一
起

大

引

等

の
入
。

泊
都
泊
郎
右
衛
門
。
=
一
郎
兵
衛
一
起
の
子
で
、
そ
の

抑
止
官
邸

4
た
の
で
あ
ろ
。
伊
際
克
常
に
純
い
て

m
m

所
皆
川
m
L
、
U
宇和
二
年
隠
開
削
し
て
名
所

ご
す
と
改
め

た
。
文
化
十

一
年
正
月
七
十
四
議
世
以
て
制
限
。

=
シ
ヲ
カ
ッ
ト
モ

西
尾

一
知

大
明
寺
の
入
。

泌
総
治
郎
右
衛
門
。
釘
引
を
父
治
布
術
門
一
良
に
引
日

号
て
、

一
良
中
心
襲
名
し、

後
に
一
知
に
改
め
た
。
安

政
二
年
町
役
λ
と
た
り
、
明
治
二
年
限
間
L
、
十
三

年
六
月
六
十
抗
政
府
以
て
問
問
。

=
シ
ヲ
カ
ツ
ユ
キ

西
尾

一
之

大
相
替
の
入
。

泊
桝
治
右
衛
門
、
後
次
郎
作
と
改
め
た
。
治
郎
布
術

門
一
良
の
子
で
、
元
治
二
年
釘
棋
の
皆
川
田
を
交
に
受

け
、
明
治
」
1
年
小
限
お
法
必
用
合
、
什
引
年
問
山
釘
完

出
町
中
ん
抗
し
た
。
四
十
抗
年
六
月
六
十
八
蹴
を

U
て
授
。

ニ
シ
ヲ
カ
ツ
ヨ
シ

西
尾

一
一
良
火
山
明
寺
の
入
。

逝
斜
治
右
衛
門
。
治
郎
右
衛
門
一
起
の
子
。
お
思
を

父
に
討
ひ
、
天
保
八
年
六
月
六
十
一
肢
を
以
て
段
。

ニ
シ
ヲ
キ
ザ
エ
モ
ン

西
尾
喜
左
衛
門
大
山
田守

山川士
。
融
八
十
布
。
村
到
全
山
町
郁
刊
に山
間
し
、
柴
山

初
太
夫
に
倒
預
と
計
り
、
従
永
七
年
-
一月
引
七
日
上

口
に
組
放
止
命
ぜ
ら
れ
、
家
財
閥
所
と
な
っ
た
。

エ
シ
ヲ
キ
ン
カ
西
尾

欣

可

能
楽
郡
小
松
の
仙

人
。

陸
続
脅
酢
態
と
い
ひ
、
染
物
所
換
と
し
、
傍
ら

ニ
シ
ヲ
カ
ツ
ア
キ

西
尾
克
明

泊
抑
制
仲
匙

-m
-池
坊
梨
訟
の
加
賀
同
市
口
問
峨
に
岱
旬
、
前
凶

・
狂
言

人
。
初
訴
長
恒
。
民
永
六
年
中
世
的
丸
山
中
人
民
宗
の
也
知

一
世
も
能
く
し
た
。
安
政
三
年
十
周
一
一十
日
七
十
六
歳

三
千
抗
百
石
守
徹
し
、
九
年
支
篠
凶
国
凶
郎
左
衛
門

一
そ
以
て
削
担
。

-回
目
遊
の
知
行
況
百
行
そ
併
せ
、
同
年
御
奏
者
番
、
十

一

-
-
シ
ヲ
ゴ
ロ
エ
モ
ン

西
尾
五
郎
右
衛
門

長
昌

四
年
若
年
得
、
見
保
三
年
御
家
老
と
な
旬
、
白
川
間
三

一
の
二
男
常
時
の
子
。
除
抗
刊
行
令
受
け
、
御
山
内
廻
に

年
五
且
廿
五
日
六
十
八
訟
を
以
て
視
し
た
。

一
斑
し
た
が
、
調
な
く
多
額
の
仇
鋭
を
な
し
た
阪
に
よ

=
シ
ヲ
カ
ツ
オ
キ

西
尾

一
起
大
照
寺
の
人
。

一
。
、
紅
白
六
年
十
三
月
J
I
尻
町
上
口
に
泊
政
そ
命
ぜ

泡
抑
制
三
郎
兵
衛

o
m尽
を
好
ん
だ
が
、
師
承
不
明
で

一
ら
れ
た
。

あ
る
。
明
利
八
年
二
月
夜
、
平
年
六
士

一。

一

ニ
シ
ヲ
ナ
ガ
マ
ザ

一
シ
ヨ
ノ
ミ
ヤ
ク
マ
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ

二
所
宮
熊
野

何
百
七
」百市
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H
U
-
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』
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枇
(
刑
制
咋
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。

ニ
シ
ワ
キ
西
脇

凶
事
…
出
川
際
川
郷
に
臨
す
る

部
W

問。=
シ
ヲ
ア
キ
ノ
リ

商
尾
明
教
泌
椛
忠
三
郎
・内

腕
・兵
山
。
初
部
長
政
・長
久
。
初
め
附
川
宗
反
の
御

側
小
将
と
な
り
、
新
知
王
百
石
を
受
け
、
流
保
三
年

間
御
附
大
小
将
緑
町
航
に
泌
み
、
経
平
二
年
入
抑
制

に
挺
し
て
係
五
百
石
脅
明
し
、
何
年
若
年
前
に
任
ぜ

ら
れ
、
貸出
m
三
年
父
山
中
人
口
白
恒
の
治
知
凶
千
.引
を
m世

ぎ
、
四
年
御
家
老
に
任
じ
、
天
明
一
光
年
七
月

H
四
日

六
十
六
歳
そ
り
て
視
し
た
。

ニ
シ
ヲ
ア
キ
ヨ
シ

西
尾
明
義
泊
桝
小
僻
・
内

服
。
安
氷
三
年
六
月
新
知
千
一
白
荷
受
け
、
天
明
元
年

十
一

月
九
米
兵
簡
明
教
の
泣
知
四
千
石
を
襲
rg、
外
に

三
百
行
キ
i

加
へ
て
自
分
知
脅
除
か
れ
た
。
後
火
制
・

寺
枇
器
行
前

m
m
m御
用
止
有
料
て
、町
政
三
年
十

H

御
家
老
に
任
じ
、
十
二
且
世
相
年
官
官
半
白
魚
れ
、
平
和
元

年
十
且
病
に
依
っ
て
加
判
及
び
若
年
寄
半
、
目
別
ぜ
ら

れ、

二
年
九
月
十
三
日
抗
十
八
歳
を
以
て
残
し
た
。

明
桜
、

m小
青
白
川
知
刷
に
限
ぴ
、
文
沈
附
開閉
特
別
問
と

し
て
花
山
崎
を
能
〈
描
い
た
。

西
尾
長
昌

ソ
加
制
桝
山
中
入
。
本

六
=
一
六

仁
寂
の
牢
屋

J
ロ
ウ
ヤ

凶
挙
向
。
矢
部
左
術
門山
市
巴
は
刊
M

臣
努
次
に
仕

へ
た

人
。
長
昌
十
四
山
磁
の
時
、
兄
泣
左
衛
門
と
共
に
前
出

利
良
に
仕
へ
、
医
長
沢
年
大
山
口
寺
役
に
小
白
紙
を
得
、

大
坂
爾
役
に
大
小
静
香
聞
と
し
て
従
躍
し
、
そ
の
後

役
に
は
間
山
口
で
絵
功
が
あ
り
、
漸
く
品
開
キ
υ

加
へ
て

}
乱
千
石
に
京
旬
、
人
持
制
に
濯
し
、
足抑制
顕

・
公
事

場
潜
行
間
守
に
雌
任
し
、
出
治
元
年
五
且
什
一
虫
円
七
十

四
政
党
以
て
裂
。

子
孫
滞
に
仰
裂
し
、
川
し
て
鬼
一
市

左
衛
門
は
後
に
白
山
滞
院
と
な
っ
た
。

=
シ
ヲ
ナ
ガ
ヨ
リ

西
尾
長
頼
県
三
右
衛
門
と

都
し
、
長
邑
の
孫
で
、州
中
人
政
親
の
子
。
品
開
=
一千
布
。

延
貸
七
年
九

H
十
日
小
松
御
械
設
や
命
ぜ
ら
れ
、
元

総
十
年
八
月
サ
五
日
六
十
四
肢
を
以
て
波
し
た
。

ニ
ゾ
ウ
仁
一
総
務
政
中
石
川
郡
向
町
内
止
に
住
し
、

加
賀

・
能
慢
の
際
内
闘
で
あ
っ
た
も
の
。
三
右
術
門

も
問
仰
山
で
あ
っ
た
が
、
仁
臓
の
名
が
限
内
聞
の
代
表

的
の
も
の
と
し
て
呼
び
伯
ら
さ
れ
て
ゐ
た
。

ニ
ゾ
ウ
ノ
カ
ハ
ラ
仁
穣
河
原

石
川
部

mmH止

の
地
で
、
大
一日
間
制
地
跡
の
後
地
な
る
川
除
の
訟
を

惣
べ
て
仁
磁
の
河
阪
と
呼
ん
だ
。
役
古
限
内
は
今
い

ふ
法
紡
寺
町
附
近
の
古
限
内
町
に
住
ん
だ
が
、
後
こ

こ
に
移
住
せ
し
め
ら
れ
、
川
し
て
際
内
聞
に
仁
政
が

あ
っ
た
か
ら
そ
の
名
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
。

ニ
ソ
ウ
ノ
ヅ
カ
ニ
館
野
塚
石
川
側
野
代
に
在

る
。
加
賀
古
跡
考
に
、
野
代
村
に
二
位
野
原
と
て
川

石
を
民
上
げ
た
探
二
つ
あ
る
が
、
そ
の
却
は
知
れ
ぬ

と
あ
る
。

=
ゾ
ウ
ノ
ロ
ウ
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作
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般
舟

一
ソ
ウ
プ
ネ

珠
洲
制
服
被
の
内
の
小

字
。

ニ
ソ
ン
プ
ツ
ニ
箪
俄

金

m
m
m同
町

の
誕
祭

遊
説
に
議
問
山
坊
が
あ
っ
た
。
点
平
二
年
の
郡
上
に
、
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